
① ①学ぶことの意味　特別支援の意味

②

③

④ ③発達障害の特性の理解について

⑤ ④障害別ディスカッションと発表

⑥ ⑤自分を振り返る

⑦ ３回シリーズ

① ⑥生活サポート　学習サポート

② ⑦行動サポート　メンタルサポート

③ ⑧自立とQOL

④ コミュニケーションサポート　感覚運動サポート

⑤ ⑨サポートの在り方

⑥ ⑩ファシリテーション入門

⑦ ⑪実践の発表と討論

① ⑫実践の発表と討論

② ⑬実践の発表と討論

③ ⑭実践の発表と討論

④ ⑮実践の発表と討論

⑤ ⑯まとめ

⑥

⑦

認

定

資

格

・虹色発達サポーター認証を取得していること。

・発達サポーター育成講座基礎abcを各々修了し、かつ対象講座（※）を併せて50時

間以上受講された方。

※領域別学び講座・コミュサポ講座・ペアレントスマイルプログラム，基礎abcの再

受講も加算対象。

上記２点を満たしている方が申請できます。

【認証】 虹色発達サポーター　　※申請制

【認証】 虹色発達サポーターアドバンス

　　　　　　　　　　　　　　 　※申請制

上　　級

特別支援士講座

初級・中級の修了条件を満たし、

実践経験がある方

全８日間  /  1単位2時間

（１日２単位 × ８＝１６単位）

全単位受講され、レポート等の規定条件を

満たされた方は、特別支援士講座修了とな

り、特別支援士資格の受験資格（認定試

験）が得られます。

基

礎

a

基

礎

ｂ

基

礎

ｃ

講座名

対象

修了

条件

時間数

WISC/ 就学支援シート

障害特性の理解　 ＡＤＨＤ

基礎講座aの復習と振り返り

障害特性の理解 　学習障害

支援方法の理解　発達論

支援方法の理解　行動論

支援方法の理解　心理療法

支援方法の理解　環境論（生態論）

実技（音楽ムーブメント）

基礎a・bの振り返り

個別支援計画の作成

実践例の検討と検証

講

座

内

容

【認定】 特別支援士資格             ※申請制

特別支援士講座を修了し、認定試験に合格された方は、資格登録申請ができます。

資格取得された方は、（社） こども家族早期発達支援学会（JDDnet正会員）に入会

後、必要講座受講にて、早期発達支援士の資格を取得できます。

②発達についてテーマ別ディスカッショ

ンと発表

　　　　　　　＜星と虹色なこどもたち 主催　講座概要　＞　　　　　　2023.4～

初　　級

発達サポーター育星講座・基礎a,b,c
（対面講座・オンライン講座・先生対象講座含む）

こどもの発達について関心のある方どなたでも

基礎a,b,c各講座6回以上出席

（計18回/36時間以上）

基礎a,b,c 全21回（7回 × 3）/ 1回2時間

中　　級

・領域別学び講座(多摩)

・湘南領域別ゼミ(湘南開催）

・先生のための領域別ゼミ(先生対象）

基礎講座a.b.cを修了されている方

全14回（７回 × 2）/ 1回2時間

※湘南・先生対象は１クール全７回

繰り返し学べます

12回（24時間）以上出席

修了された方は、

上級『特別支援士講座』の

受講資格が得られます。

前

期

後

期

課題レポートの提出 〈期日あり〉

・前期5 本以上・後期2 本

・単位の有効期限は受講開始期を含め3 期

取

得

認

証

取

得

条

件

領域別学び講座は、ご自身の研究されたいこと、

学びたいことを何度でも繰り返し受講いただける

講座です。

中級に該当する領域別の学びを深めていきます。

学習支援、生活支援、自立支援、ポートフォリオ

作りなどを、グループで研究します。

※多摩・湘南・先生対象各講座は、それぞれカリ

キュラムが異なります。

方法論（行動療法・音楽療法・心理療法・学

習支援）

海外の特別支援/ 総合まとめ

ポートフォリオ/ 交流会

診断と発達評価の仕方

素質と環境、教育環境の整え方、連携の仕方

障害特性の理解　 ＡＳＤ

障害特性の理解　 ＡＳＤ（２）

特別支援教育

子どもの発達

（社）星と虹色なこどもたちが承認した「発達サポーター育成講座」基礎abcを１２

時間以上受講された方が申請できます。


